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　巻頭言　Foreword

　昨年の 2017 年 10 月より、燃料電池・水素分野の技術開発を担当することとなりました。2005 年１月か
ら 2010 年６月まで、統括研究員また部長としてこの分野に携わっておりましたが、当時の取り組みが現実
のものとして開花し、またダイナミックに拡がりをみせつつある現在、再び関わっていけることを嬉しく
思うとともに、関係の皆様の長年に亘るご尽力に感謝申し上げる次第です。
　さて、燃料電池・水素分野を取り巻く環境は大きく変貌しております。2015 年 12 月に開催された国連
気候変動枠組条約第 21 回締約国会議（COP21）で採択されたパリ協定を契機に、再生可能エネルギーの
導入には更に弾みがついています。また都市部における大気汚染を背景に、様々な国で長期的な脱内燃機
関の方針が打ち出されています。欧州では再生可能エネルギーを利用したエネルギーシステム、いわゆる
Power to Gas の実証研究が進展し、近年では製造した水素を産業分野で利活用する取り組みが進められて
います。米国では、カリフォルニアを中心に 4,500 台もの燃料電池自動車が普及しています。更に中国では、
燃料電池自動車や水素ステーションの導入に関するロードマップが策定、公表されるとともに、米国カリ
フォルニア州と同様に一定比率以上の電動車販売を義務付ける政策が強化される見込みとなっています。
　日本では水素エネルギーに関する取り組み方針として、2014 年６月に経済産業省によって「水素・燃料
電池戦略ロードマップ」が策定されておりますが、昨年 12 月には、安倍総理の指示のもと、政府一体となっ
て取り組むための「水素基本戦略」が策定されました。水素基本戦略では、2050 年を視野に将来目指すべ
きビジョンと、その実現に向けた 2030 年までの行動計画が示されています。
　NEDO はこうした政策目標を達成するために、燃料電池・水素分野の技術開発に取り組んでいます。燃
料電池に関しては、例えば、業務・産業用途としての固体酸化物形燃料電池の開発を進め、昨年の一般販
売に結びつけました。また自動車用燃料電池の高度化のための基盤となる解析技術ついては、燃料電池内
部における水生成・循環や、常圧下におけるリアルタイムでの劣化といった反応メカニズムの可視化を世
界で初めて実現しました。
　さらに NEDO では、次々世代の技術として取り組むべき課題を明確化するため、技術ロードマップの策
定を進めています。昨年末には「NEDO 燃料電池・水素技術開発ロードマップ」の燃料電池分野を改訂し
ました。今回の改訂では、例えば「FCV・移動体」分野では FCV の本格導入を目指す産業界のニーズに
応えるため、より長期的な視点で 2040 年以降に達成すべき目標値（究極目標）を初めて設定しました。こ
れは 2040 年頃の FCV の本格的普及を実現するために究極目標の数値（最大出力密度：９kW／リットル、
最大負荷点電圧：0.85V、作動最高温度：120℃等）を明らかにしたもので、これらの目標を実現すること
で、自動車に積載する燃料電池の小型化と高性能化が進み、多数車種への拡大が期待できます。また「業
務・産業用燃料電池」分野においては新たなモノジェネ市場へ対応した燃料電池システムの飛躍的な高効
率化を目指し、2040 年以降の達成性能レベル（小容量（数 kW 級）：発電効率 60％ LHV 以上、中容量（数
10～数 100kW 級）：発電効率 70％ LHV 以上など）を設定しました。
　水素を大きく利活用する社会の実現のためには長期的スパンで取り組むことが不可欠です。NEDO は足
元で求められる技術を着実に開発・実現していくとともに、長期的に取り組むべき課題、方向性を示しつつ、
引き続き産業界、学界の皆様と一体となって取り組んで参りたいと存じます。
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